令和７年度　指定管理者事業評価
	施設名
	大和市まごころ地域福祉センター

	指定管理者
	社会福祉法人　敬愛会　多田純夫

	報告期間
	令和７年４月１日～令和８年３月３１日

	指定期間
	令和５年４月１日～令和１０年３月３１日

	施設所管課
	あんしん福祉部　人生100年推進課、こども部　こども総務課

	評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか

	【老人デイサービス事業】
・昨年度に比べ１日平均利用者数が１８％増加しています。令和７年度は、足温浴器やミニエアロバイクを導入するなど、利用者の満足度を高める取り組みを行っています。社団法人かながわ福祉サービス振興会の「介護サービス評価プログラム（第三者視点での事業所評価と利用者評価）」を実施し、高い評価を得ており、利用者の増加とサービスの質の維持が図られていることを、高く評価します。
【地域包括支援センター事業】
・相談対応実績において、一開所日あたり約６０件もの相談に対応していることを評価します。認知症の相談件数や、ケース検討の実施回数が増加しており、幅広い相談に対応することで地域福祉サービスの向上を図っていることを評価します。
・介護者に向けて、介護の基礎知識や介護予防・健康づくりといったテーマのみならず、介護保険や終活についてなど、関心を持たれるようなテーマについて教室を開催し、介護者の知識を深めることに加え、当事者同士の交流や情報交換を行ったことを評価します。
【高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業】
・県営住宅ハイム桜ヶ丘８号棟内に設置されたシルバーハウジングの入居世帯に対して、生活援助員による日常的な生活相談、訪問や電話による安否確認、緊急時の対応等の援助を行い、一開所日あたり約
９回の支援業務を実施していることから、住民サービスの向上につながったことを評価します。
【子育て支援センター事業】
・子育て支援センターの広報・周知に係る取り組みとしてパンフレットの配布先を随時拡充して配布したほか、利用者アンケートの結果をホームページに掲載するなど、情報発信に努めていることを評価します。
・利用者アンケートの結果として、安全・衛生管理面や職員の対応についての満足度が高く、利用者が安心して訪れることのできる環境づくりができている点を評価します。引き続き、指定管理者のノウハウを活用し、相談や交流を望んだ親子が気軽に立ち寄ることができるような環境づくりに努めてください。




	評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか

	【老人デイサービス事業】
・通所介護事業並びに介護予防通所型サービスにおいて、要支援・要介護認定者の状態改善や重度化を抑制するようなサービスを提供したことを評価するとともに、桜ヶ丘中央病院リハビリテーション科の理学療法士と連携し、利用者の身体機能の維持・改善につながるような機能訓練を実施し、生活機能の向上に取り組んだことを評価します。
・また、利用者の健康状態を電子データで管理し、日々の変化を把握しやすくしたほか、連絡ノートにて利用者の家族との相互連絡を密に行うととともに、ケアマネジャー・医療機関等と連携に努め、利用者が地域で安心して暮らせる環境づくりを促進したことを評価します。
・子育て世代と高齢者世代が同一の施設を利用するという当施設の特徴を活かし、子育て支援センター利用者との交流等のイベントを積極的に実施していることを評価します。
【地域包括支援センター事業】
・多職種の専門家が集まり、よりよいケアマネジメントを検討する地域ケア会議を７回開催したことを評価します。また、テーマについても、認知症高齢者を地域で支える仕組みづくりや、障害・高齢分野の連携強化、医療・介護・住民組織の連携強化といった多岐にわたるテーマを扱い、それぞれに合わせた関係者・関係団体を招集して開催したことを評価します。
【子育て支援センター事業】
・まごころデイサービスの利用者との交流が継続して行われており、施設の特性を活かした運営に努めている点を評価します。
・相談件数は減少しているものの、子育てサロンの利用者数、講座の参加人数が増加傾向にあることから、更なる利用者数増加の取り組みに期待します。

	

	評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか

	【大和市まごころ地域福祉センターの維持・管理事業】
・事業計画に基づいて、施設建物本体、建具、外回り等の状況について、市で策定している公共施設保全計画・個別計画の「施設評価シート」及び「施設状況確認シート」に基づき点検を実施したほか、定期点検や補修及び改修を実施し、適切に施設の維持管理が行われていることを評価します。
・敷地内樹木の大枝の落下や２階トイレの雨漏り等、異常が発生した際に、施設を維持管理する上で必要な剪定・工事について、市へ遺漏なく報告し、対応したことを評価します。
・日常的に使用する器具・備品等については、故障や破損による事故を未然に防止するため、日々安全確認や点検を心がけ、専門的な知識・技術を要する施設機器の保守点検業務は、専門事業者に委託し、必要な点検を実施していることを評価します。
【安全対策】
・「大和市まごころ地域福祉センター消防計画」に基づいて、自衛消防組織による訓練（通報・避難・消火の訓練）を行ったことを評価します。また、震災に備えたシェイクアウト訓練を実施する際、老人デイサービスセンターと子育て支援センターの両方の利用者に参加してもらうことで、より実際の災害時に近い状況にて訓練を実施し、いざという時のための安全なサービス提供の確保に努めていることを評価します。




	評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか

	・指定管理業務全般の統括として施設長を配置し、事業計画に沿った有資格職員等を配置することで、施設を安定的に維持・管理しています。老人デイサービス事業については、介護職員の確保が難しくなっている中、事業実施に必要な人員を確保しており、大きな事故なく、適切に介護サービスを提供したことを評価します。
・資金収支決算総括表【事業活動収支差額】については、サービスの充実等を図り、利用者が増加した結果、老人デイサービス事業で約2,145千円、全体では約10,243千円の黒字となり、昨年度より黒字額が拡大したことを高く評価します。また、当期資金収支差額も黒字を維持していることを評価します。次年度以降も、より良いサービスの提供やＰＲ活動等を行い、利用者増加に努めてください。
・子育て支援センター業務の職員配置について、一部常勤職員が別の業務と兼任しており、その代替として非常勤職員が充たっている状況にあることから、専任職員の配置ができるよう職員の確保に努めてください。
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